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根域 の薄膜化 に よ る軽量 セ ル 育苗法 の 開発
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Summary

　We 　havc　 ncwly 　developed　a　cellular 　 seedlings 　raising 　system 　that　is　simple 　 and 　 allows 　seedlings 　to　grQw　on

papery　 root 　zone 　 with 　lean　medium ．　This　 seedling 　 raising 　 system 　 was 　named 　the
‘‘
cell　 shcct

”
system ，【n　this

system ，　plant　roots 　grow　horizontally　on 　a　clo しh　that　the　roots 　cannot 　peneしrate （sheet 　clo しh）．　The 　roots 　are 　covered

by　material 　that 　protects　the 　roots （covering 　rnaterial ）．　Both 　capillary 　watoring 　and 　hydroponic 　wateling 　supply しhe
Toots ．　The　effects 　of　the 　sheet 　cloth 　and 　thc　coveTing 　material 　on 　the　frcsh　weight ，　survival 　Iate 　and 　adherence 　of

seedlings ，　were 　investigated．　If　the　sheet 　cloth 　 was 　Tetoron200ipi　or　Teroron2501pi，　the　extent 　of 　bonding　in　the
seedlings 　was 　suitable ；the　seedlings 　did　nQt 　peel　off　even 　when 　the　cell　sheets 　were 　hung　vertically

，
　while 　most

roots 　were 　not 　damaged 　 when 　the　 secdlings 　were 　peeled 　off．　When 　the　 shect 　 cloth 　was 　Tetoron2001pi　and しhe
covering 　material 　was 　2000r　400　ml 　of 　peat

−
moss 　dried　at　80℃ ，亡he　cc 凵sheet 　seedlings 　grew　bigger　than　those

in　the 　Qrdinary 　cenular 　seedling 　raising 　systcm 　with 　the　samc 　sizc 　ccH 　as　the　cell　sheet ．　However ，しhe 　survival 　rate

of　lettuce　decTeased，　when 　cell　sheets 　were 　covered 　with 　pcat
− mQss ．
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緒　　言

　 セ ル 成型 苗 は ，規格化 さ れ た 苗 を 小面 積で 育成，運搬

で き る た め ，植物苗 を 商品 と し て 流通 す る 上 で 現在，世

界的 に 主流 と な っ て い る ．し か し，セ ル 成型苗 は 定植適

期幅 が 狭 く徒長苗 や 老化苗 と な りや す い ，根鉢 が 形成 さ

れ る まで 移植 しに くい た め ，発芽率，発芽勢 の 悪 い 植物

で は 適用 しに くい，根鉢形成後 は 苗を分離 しに くい ，定

植圃場 との 土質 が 異 な る こ と で 活着不良を起 こ す こ と が

あ る な ど の 欠点 が あ る （ス タ イ ア
ー・コ ラ ン ス キ

ー1998）．

こ れ ら の 欠点 は ，決 ま っ た 小 さ な 容積 に培養土を 入 れ ，根

鉢形成 を さ せ る た め に 生 じ，水耕状態 で 育苗す れ ば，上

記 の 欠点 は 解 決 す る と考 え た、ま た，セ ル 成型 苗 だ け で

は な く，ポ ッ ト苗 な どで も大 き な 苗 を作 った 場 合 ，商 品

と して の 植物 よ り培 地 の 方 が 大 き な 体 積 と 重 量 を 占め る

こ と に な り，流通上 不利 で あ る ．培養土 を 無 くせ ば こ の
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欠点も解消 で きるが ，水耕 で 育苗 した 苗 は 土壌，特 に 露

地 圃 場 へ の 活 着 が き わ め て 悪 い こ とが 経 験 的 に 知 られ て

い る ，こ の 活 着不 良 の 原 因 は ，水 耕 と土 耕 と の 根 の 形 態 ・

生 理 的 な 違 い （並木，1975）に よ る もの と い わ れ て い る

が ，水耕苗 で は ，根域 に 培地 が ほ と ん ど な い た め，毛 管

連絡 が と ぎ れ や す い こ と，定植時 に 根 と土 の 接触 面積 が

少 な くな り新根 が 定植土壌 に 接触 し に くい こ とが 主 な 原

因で あ る の で は な い か と考 え た ．も しそ うて あ れ ば，定

植時 に す べ て の 根 を土壌 と密着さ せ う る，育苗 ・定 植法

を開発す れ は水耕苗 で も露地 圃 場 に 定植 ・活 着 させ る こ

と が 可 能 で あ ろ う，我 々 は，培 地 を ほ と ん ど無 く し，定

植時に 根域 と 土 壌 と を 密 着 させ うる
“
セ ル シ ート

”
と名

付 け た 育苗 法 を 開発中で あ る （水 田 ら，1996 ；1998）．こ

の 方 法 に よ り育苗 した 苗 は ，露 地 圃場 に 定植 した 場合，通

常 の セ ル 成型 育苗 （以下，セ ル トレ イ 育苗 ）で の 苗 と 同 程

度 の 活 着性 が 認 め ら れ た （水 田 ら 2002）．セ ル シ
ー

ト育苗

で は ，根域表面に 直接光 が 当 た り生 育が 劣 る こ とが 認 め

ら れ た （水 田 ら，2000），

　本 実 験で は，根 域 を 被覆す る資材 （以下，根域保護材．
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第 1図 セ ル シ
ー

ト育苗 シ ス テ ム の 概略図

第 1図参照 ）の 違 い と量 が 生育 に 及 ぼす 影響，お よ び セ ル

シ
ー

トに 用 い る 遮 根 用布（以 下，底面 遮根材 ）の 素材が 根

の 剥離性 に 及 ぼ す 影響 を 調 査 した，

材 料 お よ び 方 法

共 通 の 材 料 お よ び 方 法 と 育 苗 の 概 要

　対照 とな る セ ル トレ イ 区は，28 × 28 × 深 さ 45mm （内

径 ）128穴 の セ ル 成 型 トレ イ （全 体 の 育苗部 の 大 き さ 27，5

cm 　X 　55　cm ）を栽培容器 と して，ピー
トモ ス ，パ ー

ラ イ

ト，バ ご
ミ キ ュ ラ イ トの 混 合物 （体 積比 2 ：2 ：1）を 培地 と し

た．セ ル シ
ートは 対照 とな る セ ル トレ イ 区で 使用 す るセ

ル トレ イ の 上 面 2mm 程 度 を 石膏 で 型 ど り し，オ キ シ ム 系

シ リ コ
ー

ン コ
ーキ ン グ （信 越 化 学 製 ボ ン ド シ リ コ ーン

コ
ー

ク 色調 ク リア ）を 流 し込 む こ とで ，升 目状 に 仕 切 を 作

成 し，防根 シ ートな ど の 底面 遮 根 材 を 貼 り付 け て 作成 し

た．播種後 の セ ル シ
ートは，ユ ニ チ カ製 ラ ブ マ ッ トU 上

に 設置 し，水 道 水 を底 面給液 した，セ ル トレ イ区 で は，播

種後根 域 被覆材 で 被覆 しな か っ た．子 葉展開後，第 1図の

よ う に，大塚 A 号 処 方等倍液 （ハ ウ ス 1号 （N ：P205 ：K20

； 10：8：27）1．5g ・1
−1

＋CaNO3 ・4H201g ・1
−

］

）を 両区 と も

底 面給液 した．セ ル トレ イ 区 の み は，1 日 1回 トレイ 当 た

り 31iterの 培養 液 を トレ イ上 面 か らジ ョ ウ ロ で 施 用 し た．

最低気温を 5℃ に 保温 し，30 ℃ 以上 で 排気扇 が作動す る

間 口 5．5m 奥行 き 25　m の パ イ プ ハ ウス 内で 育苗 した ．数

週 間 育苗 後，セ ル トレ イ お よ び セ ル シ
ー

トの 中央部 10−20

個体 に つ い て ，地上部生体重，苗 の 生存率を調査 した．

実 験 1 ．底 面 遮 根 材 の 材 質 が 根 と の 接 着 性 に 及

　　　　　ぼ す 影 響

　底面遮 根 材 と して ，東洋紡 の ポ リエ ス テ ル 製 「透水防

根 シ ー比 （以 下 防 根 シ
ー

ト），東 レ 製 ス ク リ
ー

ン 版画 用

ポ リエ ス テ ル 製布 の 糸密度 180，200，2S．　Oline！inchの も

の （以下 テ トロ ン 1801pi，2001pi，2501pi），コ ートの 表

地 な どに 使 われ る ポ リエ ス テ ル 製布の 1種類 （以下 コ
ー

ト

用表地 ），服の 裏地 な ど に 使 わ れ る セ ル ロ
ー

ス 製布 2種類

（以下 キ ュ プ ラ A ，キ ュ プ ラ B）の 計 7種類を使用 した （第

1表 ）．底面 遮 根材 は 洗浄剤 （DCAN
−90）5％ 溶液中 で 2時

間 以 上 超音波洗 浄 を行 い ，水道流水中で 30分 以 上 洗 浄 し，

乾燥後 に セ ル シ ートと して 組み 立 て た．

　 レ タ ス
‘
オ ン タ リオ

’
を 1999年 11月 2 日に 播種 し，11

月 5 日に，シ ート 1枚 当 た り根 域保 護材 の 自然乾燥 ピート

モ ス 500ml を均等 （厚 さ 3〜4　mm 程 度 ）に 被覆 した ．／セ

ル に 種子を 3〜5粒まき，本葉展開後 に 1セ ル 1個体 に 間引

い た ．12 月 18 日 に ，シ
ー

トを 垂直 に ぶ ら下げ，（第 2

図 ），前後 に 5回振 り，剥離 した 苗数を調査 した ．そ の 後，

苗 の 地上 部 を 持 っ て 剥 離 し，苗の 断根 程 度 を 4段 階 （0 ：断

根 な し，1；わ ず か に 断根 ，2：全 面 的 に 断 根 ，3 ：地 上 部 と

地 ド部が 分 断）評 価 で 調 査 した ．1処理 区 当 た りセ ル シ ー

ト 1枚，16 × 8＝128 穴分 を 用 い た ．

実験 2 ．根域 保 護材 の 量 が 苗 の 生 育 に 及 ほ す 影 響

　底面遮根材 は テ トロ ン 2001pjを 用 い た ．植物材料 は レ

タ ス
‘
オ ン タ リオ

’
，ハ ク サ イ

‘
耐病 60 日

’
お よ び トマ ト

‘
桃太郎

’
を用 い た ．根域保護材 と して 80℃ で 10 時間以

上乾燥 さ せ た ピー
トモ ス （以下熱乾燥 ピー

トモ ス ）を セ ル

シ
ー

ト 1枚 当 た り 0，200 ，400 ，800，1600m1 で 被 覆

し た．1処理 区 当た りセ ル シー ト，セ ル トレ イ 半枚，8 ×

8；64 穴 分 を 用 い た ，種 子 は 1 セ ル に 1粒 つ つ 播 種 した ．

数 日後，未発芽 セ ル に は 幼 根 が 数 ミ リ伸 び た 発 芽 種 子 を

補植 し た 、そ の 後，セ ル シ
ー

ト区 で は 根域保護材 で
一

様

に 被覆 した ．

実 験 3 ．根 域 保 護 材 の 材 質 が 苗 の 生 育 に 及 ぼ す

　　　　 影 響

　植物材料 は 実験 2 と 同 じ 3種 を用 い た ，底面遮根材 は テ

トロ ン 2001piを用 い た ，根域保護材 と して 熱乾燥 t
”
　・一ト

モ ス，乾繰 ピートモ ス （水 と ピートモ ス が 同重 量 に な る程

度 に 80 ℃ で 乾燥 させ た もの で ，自然 乾燥 の ピ ートモ ス 水

分含量 は こ の 程度 の もの が 多 い ），湿 潤 ピー
トモ ス （水 を
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充分含 ま せ ，均等 に ま け る 程 度 に，水 を 除去 し た も の ），
バ ー ミキ ュ ラ イ ト（GS ），親水性粒状 ロ ッ ク ウール を 破砕

後，2mm メ ッ シ ュ で ふ る っ た もの （以 下 ロ ッ ク ウール ）

を シ
ー

ト当た り 400mi （厚 さ 2〜3　mm ，レ タス 以 外 ）ま た

は 200ml （1−2　mm ，レ タ ス ）用 い た ．1処理区当た りセ ル

シ
ート1枚，16 × 8＝ 128穴分を用 い た．播種法 お よ び根

域保護材 で の 被覆法 は 実．験 2 と 同様 と し た ．

第 2 図　垂直懸垂 した セ ル シ
ー

ト

　　 底面遮根材 は テ ト ロ ン 200 ］pi トマ ト
’
桃太 郎

’
7 月 10 日播

　　 種，7 月 27 日撮影

結 果 お よ び 考 察

実 験 1 ．底 面 遮 根 材 の 材 質 が 根 と の 接 着 性 に 及

　 　　 　　 ぼ す 影 響

　 シ
ー

トを 垂直 に ぶ ら下 げ た 時 ，防 根 シ
ー

ト区 の み が

96．7％ の 苗 が 剥離 した ．他 の 処理 区 で は テ トロ ン 1801pi

区 で 2株 が 剥 離 した の み で あ っ た ．そ の 後，シ
ートを 5回

振 る と ，テ トロ ン 1801pi区，テ トロ ン 2001pi区お よ び

2501pi区 て は 95％ 以 上 の 苗 が シ ートか ら剥離 した が，キ

ュプ ラ A 区，キ ュプ ラ B 区 お よ び コ ート用表 地 区 で は

98％ 以上 の 苗が 剥離 しな か っ た．ま た，こ の 3処 理 区で

は 手 で 剥が した 時に ，苗 の 多 くが 底 面 遮 根 材 に 根 が 貼 り

付い て 切断 さ れ る もの が 多 か っ た．特 に キ ュ プ ラ A ，B で

は ほ と ん どの 苗が 胚軸部 で 切断 され た （第 1表 ）．こ の よ

うに，セ ル シ
ー

トに お け る根 の 剥離 1生は，底 面 遮根材 の

材質 の 違 い に よ っ て ，きわ め て 剥 が れ や す い もの か ら事

実上 剥 が れ な い も の ま で 変動 した ．ま た ，テ トロ ン

2001pi区，2501pi区 で は，シー トを垂 直に ぶ ら下 げ た 程

度で は 苗 は 全 く落下 せ ず ，苗 を 剥 が した 根 も傷 が つ か な

か っ た ．以 上 か ら，今 回用 い た 底面 遮 根 材 の 中で は，テ

ト卩 ン 2001pi，2501piが 最 も適当 と 思 わ れ た．

　今回，底面遮根材 と して使用 した 5種 の ポ リエ ス テ ル 布

の う ち，最 も剥離性 の 高 か っ た 防根 シ ートお よ び 最 も剥

離性 の 低 か っ た コ
ート用表地 は ，よ り細 い 繊維 を よ っ た

糸 で 織 ら れ て い た ．中間 の 剥 離性 で あ っ た テ トロ ン

1801pi，テ トロ ン 2001piお よ び テ トロ ン 2501piは，比 較

的 太 い 単繊維 の 糸 で 織 ら れ て い た ，ポ リ エ ス テ ル 布の 中

で 最 も剥離 1生の 低 か っ た コ
ー

ト用 表地 は 唯
一

染色 さ れ て

い た．ま た，用 い た 布中で最 も剥 離性 の 低 か っ た キ ュ プ

ラ 2種 で は，材料 が セ ル ロ
ー

ス て あ り，カル シ ウ ム 架橋 を

形成 しうる カ ル ボ キ シ ル 基 や 水素結合 を形 成 し う る水 酸

基 な どが 表面 に 多数存在 し，染色性 が き わ め て よ い ．ポ

リエ ス テ ル は ，テ レ フ タ ル 酸 エ チ レ ン も し くは テ レ フ タ

第 1 表　セ ル シ
ー

ト底面遮根材の 材質 の 違 い が レ タ ス苗の 剥離 程度 お よ び根の 貫 通 並 びに 生 育 に及 ほす 影響

底面遮根材

　 名称

キ ュ プラ 　A
キュプラ　B

糸の 性状　 材質

よ り糸 セ ル ロ
ー

ス

より糸　セ ル ロ
ー

ス

貫通 しぜ 垂直懸 垂で剥 5回振 っ た後に
y
　　　　　 X　　　 w

根の 頻 度 離 した苗の 割 剥 離 した 苗の 　手で 剥離後 の 生存 率

　（％）　 合 （％）　 割合 （％）　 断根程度 　 （％）

地 上部
v

生体重

　（9 ）

備考

テ トロ ン 1801pi
テ トロ ン2001pi
テ トロ ン2501pi

単糸　　ポ リエ ス テ ル

単糸　 　ポ リエ ス テル

単糸　　ポリエ ス テル

00002004002

コ ート用表地 　 　 よ り糸 　ポ リエ ス テル 　 0，0

防根シ
ー

ト よ り糸　ポ リエ ステ ル 　 e．O

00007001000

，096

．7

000096

，0100
．095
．91

．896

．7

2．8 　± 0、03　 96．9 　5．10　± 0．35　 目 田 　｝

3．0 ± 0．02 　 94．55 ．64 ± 0．29　敗 しなか っ

0．8 　± 0．03
0．3　±　0．04
0．5　±　0．0597

．7　5．12　±　0．17　　1piFま
95．35 ．32 ± 0．27　 1ine〆inch の

96．1　5．10　±　0．24 　　意味

2．1　土 0．06 　 85．9 　3．32　土 0．28

0，7　± 0．04　 95．3　5．66　± 0．27　農業用

レ タ ス
‘
オ ン タ リオ

’
使 用 ，最 低気 温 5 ℃ の トン ネ ン ル ハウス で 育 苗 した ．1999 年 11 月 2 日播種．12 月 18 日調 査 ．

根域保 護材 は乾 燥 ピ
ー

トモ ス 500mlを用 い た

z ：貫通 した 根の ある セ ル ／生存個体数 × 100

y ； シ ート当た り剥 離 した本数 ／ 生存 個 体数
x ： 4 段 階評 価 （0 ；断根 な し，1 ：わず かに 断根 ，2 ： 全 面的 に断 根 ，31 胚 軸部 で 分断） の シ

ー
トす べ て の 平 均値 ±標 準 誤 差，

ただ し生 存個 体 の 存在 する セ ル の み 計測
w ： シ

ー
ト当 た り生存 個 体数 ／ 128

v ： シ
ー

ト中央部分 20 個体の 平 均値 ±標 準誤 差
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一・川 西孝秀 ・矢澤 進

ル 酸 ブ チ レ ン の ポ リマ
ー

で あ り，本来染色性が 不良で あ

る ，こ の た め ，ほ と ん ど の ポ リエ ス テ ル 繊維 と称 され て

い る もの は ，さ ら に ポ リエ チ レ ン グ リコ
ール や ア ジ ピ ン

酸 そ の 他 を 共 重 合 し，染 色 性 を 向上 さ せ て お り （大木，

1989），表 面 の 化 学 的 性 質 が 大 き く異 な る，以 上 か ら，適

当な 剥離性 を持つ 底 面 遮根材用素材 を 見 出 す に あ た っ て

は ，糸 の 太 さ や 密度，織 り方 な ど よ り も，布 の 染 色 性 が

よ りよ い 指標 に な る か も しれ な い と思 わ れ た．

　 な お， コ ート用 表地区で は ，地 上 部生 体重 3．32g と 他

種 類 の 底 面遮 根 材 で の 5g以上 と比較 して 劣 っ て い た （第

1表 ）．こ れ は，生育後期 に お い て 根域が 乾燥 して い た の

で ，他 の 底 面 遮根材 に 比 べ ，透水性 が低 か っ た た め で あ

ろ う と想 像 さ れ た ．こ の た め 液肥の 供 給 が 抑 制 さ れ生育・

生 存 率 と もに 低 くな っ た の で あ ろ う．今回 用 い た 底面遮

根 材 は ，す べ て 使 用 前に 超 音波 洗 浄 機 で 2時 間以 上 洗 浄 し

て お り，水溶性 の 生 長阻害 物 質 が 底 面 遮 根 材 か ら 溶出 し

た と は考え に くい ．こ の こ とか ら，底面遮 根材に 用 い る

布 は，根 の 剥 離性 や，根 が 貫通 しな い こ と の 他 に 水の 通

過 抵抗 も考慮す る必要 が あ る と思 わ れ る．ま た，テ トロ

ン 18〔〕lpi区 で は根 が貫通 して い る セ ル が 認 め られ た （第 1

表 ）こ と か ら，2001ine！inch以上 の 糸密度 （打 ち込 み本数

200 本 以 上 ）の 布 が 底面遮根材 と して 使用 で き る と思 わ れ

た ．

実 験 2 ．根 域保 護 材 の 量 が 苗 の 生 育 に 及 ぼ す 影 響

　植物 の 種類 に か か わ ら ず，生 存率 は根 域保 護材 （熱乾燥

ピートモ ス ）が Oml の 区 で 最 も高 く，1600ml 区 の 生存

率が 最 も低 か っ た ，地上部生 体重 は，Oml 区が 最 も小 く，

200ml 区 か ら 800ml 区の 間 に 最 も高い 区 が あ っ た （第 2

表 ）．200m1 区の もの は ，調査時点 まで に ，最上 面 まで 毛

管 が 接続 して し ま う部分 が 認 め ら れ た．根域保護材 を

20〔〕ml 区 よ り多 く使用 し た 場合は，育苗中 に 毛管 が 最上

面 ま で 接続 す る こ と は な か っ た ．ハ ク サ イ と トマ トで は

200m 亘区，400　ml 区 お よ び 800　ml 区 で セ ル ト レ イ 区 よ

り地上部生体重 が大 き くな っ た．根 の 部分を 軽量 ・薄層化

す る点 か らは 根域保護材 は．少 な い 方 が よ い．こ れ らの こ

と か ら ハ ク サ イ と トマ トで は シ
ート 1枚 当 た り 400ml 程

度 の 根域保護材 で 被覆す る の が よ い と思 わ れ た ， レ タ ス

で は，1600ml 区の よ う に 根域保護材が多くか つ 被覆 が

早 す ぎ れ ば 発芽 しな い 個体 が 生 じ，逆 に 被 覆 が 遅 れ る と

胚 軸が 短 い た め に 埋 ま る こ と に よ り，生 存率 が き わ め て

低 くな る た め ，セ ル シ
ー

ト当た り200ml が 適 量 で あ る と

思 わ れ た ．

　根域保護材 の は っ 水性 が 長期間維持 で き る適 当 な素材

が あ れ ば，さ らに 被覆量 を減 らせ る可能性 が あ る．

実 験 3 ，根 域 保 護 材 の 材 質 が 苗 の 生 育 に 及 ぼ す

　　　　 影 響

　 レ タ ス 以外の 植物 で は根域保護材 の 有無，材質 に よ る

生存率 の 極端 な差 は 認 め られ な か っ た．セ ル シ ート育苗

の レ タ ス で は ，セ ル ト レ イ や 被覆 しな か っ た もの と比 較

して，全て の 根域保護区で 生存率 が 著 し く低 くな っ た （第

3表 ）．レ タス で は根域保護材 で 被覆 した場合，発芽直後

や 子 葉展開前後 に 枯死す る もの が 多数認 め られ た が，本

葉展開後 に 枯死す る もの は 少 な い よ う に 見受 け ら れ た

（デー
タ 省略 ）．ハ ク サ イ お よ び トマ トで も，根 域 保 護材

で 被覆 し た セ ル シ
ート区 は ，被覆 しな い セ ル シ ート区 よ

り生 存率 が 低下す る 場合が 認 め られ た （第 3表 ），こ の 発

芽後 の 生 存率 が 低下 す る 原因を 解明す る必 要 が あ る と思

わ れ た．な お，ハ ク サ イ の 200 ユ年 8月 16 日播 種 時 の 結 果

で は，生存率 が 47．7〜77．3％ と全体的 に 低 か った ．こ れ

は，根域保護材 で 被覆 し た処理区間で は，ロ ッ ク ウール

区 で 生 存率 が 77，3％ と高 く，熱乾燥 ピ ートモ ス 区 で

47．7％ と低 くな っ て い る こ と な どか ら，強 日照 下 の 育苗

第 2表　育苗形態お よ び根域保護材の 被覆量の 違い が セ ル 苗の 生 育に 及 ぼす 影響

レ タ ス

‘
オ ン

　 タリオ
’

驪 稲 鑞繍
・

地 上

讐
体 重

y

響 讐 靄饕冒
　 　 　 　 セ ル シ

ー
ト

ハク サ イ‘
耐 病

六 十 日
’

トマ ト‘
桃 太 郎

’

セ ル トレ イ

セ ル シ ート

セ ル トレ イ

セ ル シ
ー

ト

セ ル トレ イ

　 020040D8001600

　 02004008001600

　 02004008001600

0．36 ±

2．47 上

3，86 ±

2，75 ±

3．07 ±

1．91 ±

1．80 ±

3．35 ±

2，61 ±

225 土

2，48 ±

1．80 ±

0．69 ±

1．76 ±

2．34 ±

2．04 ±

1．18 ±

1．47 ±

0．070
、260
．820
．300
．530
．550

．430
．570
．170
．190
．440
．370

．050
，220
．170
．210
．130
．07

84 ．450
，840
．664
．828
．178
．9W

87．578
．179
．781
、360
．986
．7

1111Ullllll222222222222

且

lllll

2000 年

　 5 月 9 日

　 6月 6 目

2000 年

7月 25 日

8 月 14 日

2000 年

5月 24 日

6月 16 日

z ：根 城 保 護 材 は 熱 乾 燥 ビ ート モ ス を 使 用

y ：平 均 値 ± 標 準 誤 差 （セ ル シ
ー

ト ま た は セ ル ト レ イ の 中 央 部 分 の 個 体 を 測 定 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　調 査 時 の 生 存 個 体 の あ る セ ル 数 の 割 合x ：全 セ ル 数 〔64｝ に 対 す る ，
w ：未 測 定
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で あ っ た た め，培地 に 温度差 が で きた た め で は な い か と

思 わ れ た．しか し，ハ クサ イ の 実験 2，3に お け る 他 の 播

種時 に お い て は こ の よ う な 極 端 な 生 存率 の 低下 は 認 め ら

れ て い な い こ と か ら，今後，こ れ らの 点 に つ い て 明 らか

に す る必要が あ る．

　 レ タ ス ，ハ ク サ イ お よ び トマ トの すべ て で ，根域保護

材 で 被 覆 しな い 場合，生育 が 悪 く，ほ と ん どの 場合 地

上 部生体重が セ ル トレ イ 苗 の 半分以下 と な っ た．ま た，ど

の 供 試植 物 と 材質 の 組 み 合 わ せ で も，根 域 を 被 覆 す る こ

と に よ りセ ル シー ト区 の 地 上 部生 体 重 は 大 き くな る傾向

に あ った ．しか し，2000 年 5月 9 日播 種 の レ タ ス
ー
乾 燥

ピ ートモ ス お よ び 2001 年 9月 4 日 播種 の ハ ク サ イ ー乾 燥

ピートモ ス お よ び トマ ト
ー
熱乾燥 ピートモ ス で は セ ル トレ

イ 区 の もの よ り も地．上部生体重 が 小 さ くな っ た．根 域 保

護材 の 湿 潤の 有無 お よ び 有機質 か 無機質 か な ど，材質 の

違 い が地 上 部 生 体 重 に 及 ぼ す 傾 向 に は
．一．・

定 の 傾 向 が 認 め

られ な か った （第 3表 ）．湿 潤 ピートモ ス ，バ ーミキ ュラ

イ ト，ロ ッ ク ウール な ど，湿 潤 して 上 面 ま で 毛管連絡す

る保 護材 で は，藻類 の 発生 が 多 く，特 に 夏季 に は カ ビ や

双 翅 目昆 虫 の 発 生 が 多 く認 め られ た ．しか し，こ れ らの

カ ビ や 藻類 は根域 ま で に は 達 し て い な い よ う に 見受 け ら

れ た．一
方，被覆 し な い 場合，光 が 直接根 に 当 た る こ と，

根域 に 藻類 が大量 に 発生 し，こ れ に 伴 な っ て ，双翅 目昆

虫 や カ ビが
．
発生 し た こ と な どが 生 育不良 の 原因 と考 え ら

れ た が ，こ れ ら の 点 に つ い て は ，今後明 ら か に す る 必要

が あ る．

　給液 に 伴 い 湿 潤 す る 根域保護材 を 用 い た 場合，根域保

護 材 の 中に 根 が 進入 し，生 長 に 伴 な い 根域 保 護材 を通 じ

第 3表　育苗形 態 お よ び根 圏 保 護 材の 材 質の 違 い

植物 名　 　 　 　育苗方 法‘
品種 名

’
覊

一
根域保護材

一一一
　 　 　 　 　 　 　 　 z

ヨ
地上部生 体重 生存率 個 体 　　播 種 日

　　 （9）　　　 （％）　 数　　　調査 日

レタス 　　セル シ
ー

ト　覆なし
’
オン 　　　　　 乾燥ピートモ ス

タリガ セル トレイ

セル シ
ート被覆なし

　 　 　 熱乾燥ピートモ ス

　 　 　 乾燥 ピートモ ス

　 　 　 湿潤ピートモ ス

　 　 　 バ ー
ミキュライト

セ ル トレイ

セル シ
ート被覆なし

　 　 　 熱乾燥 ピートモ ス

セ ル トレイ

セ ル シ
ー

ト被覆なし

　 　 　 熱乾燥ピートモ ス

セ ル トレ イ

ハ クサイ　セ ル シ
ー

ト被覆なし
‘
耐病 　　　　　　熱乾燥 ピートモ ス

六 十日
’
　　　 乾燥ピートモ ス

　 　 　 　 　 　 湿 潤ピートモ ス

　 　 　 　 　 　 バ ーミキ ュ ライ ト

　 　 　 セル トレイ

セル シ
ー

ト被覆なし

　 　 　 熱乾燥ピ
ー

トモ ス

　 　 　 乾燥 ピートモ ス

　 　 　 ロ ツクウ
ー

ル

セ ル トレイ

セ ル シ
ート熱乾燥ピートモ ス

　 　 　 乾燥ピートモ ス

　 　 　 ロ ツクウ
ール

セ ル トレイ

トマ ト　　 セル シ
ート被覆なし

‘
桃太 郎

’
　 　 　 乾 燥ピートモ ス

　 　 　 セル トレイ

セ ル シ
ー

ト被 覆なし

　 　 　 熱 乾燥 ピ
ー

トモ ス

　 　 　 乾燥ピートモ ス

セ ル トレ イ

0，36 ± 　0．07y
l．59　±　0．36
1．91　±　0．55

2．04　±　0，17
2．71　±　0．24
3．32　±　0．28
3．20　±　0．24
3．22　±　0．28
1．66　±　0．09

1．07　±　0、09
8，28 　土　0．63
6．73　±　0．59

0．83　±　0．07
2．05 ± 　0．14
1，55　±　0．08

1，45　±　0．14
3．23　±　0，31
3，04　±　0，29
2．68　±　0，31
3．33　±　0．22
2．43　±　0．正7

8．34 ±　Ll2
10．07 ±　1．06
11．40 ± 　0．61
7．BO　±　0，57
6，34　±　0．27

2．14 ± 　0．17
1．58　±　0．10
2．84　±　0．09
2，05　± 　0．08

0．69　±　0．05
2，84　±　0．18
1．47　±　0，07

0．83 ±　0．08
4．88　±　0，32
5．69　±　0．44
5．05　±　O，22

84．4　 H 　2000年
55．3　 11　　 5月9 日

78．9　 11　　　6月 6日

60．9202000 年

55．5　20　　　　10月 4日

56．3　20　　 11月8日

58．6　 2043
．8　 2082
．0　 2087

．5　102001 年

34．4　　10　　　　　7月6日

77，3 　10　 　7月21日

93．8　152001 年
48．4　15　 10月18日
90、6　15　 11月21目

95．3202000 年

98．4　20　　 1e月7日

98．4　20　　 11月1日

93，0　 2096
．1　 2099
．2　 2054

．7102001 年

47、7　10　　 8月 16日
53．l　lO　　　　9月8日

77．3　 1064
．8　 1178

．ll12001 年

88．3　 10　　　9月4日

90、6　 10　　　9丿弓21日

96．9　 1187

．5　 t22000 年

77．7　 12　 　 5月 24日

86．7　 12　　　6丿弓16日

91．4　10　2001年
82、O　lO 　　　9月4目

87．5　10　　 10月3日

74．2　 1e

根 域 保謳 材 は資材 に かか わ らず シ
ー

ト当た り 4eOml 〔厚 さ 2−3mm レ タ ス 以 外 ） また は

200ml （厚 さ 1−2mm レ タ ス ）
z：平 均 値 ±標 準 誤 差 1セ ル シ

ートま たは セ ル ト レ イ の 中 央部分 の 　個体 を測定 l
y二全セ ル 数 （L28｝に 対す る ，調 査時 に 生存 個体の ある セ ル 数 の 割合

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

170 水田洋
一・・川西孝秀 ・矢澤　進

て 隣 の 苗の セ ル へ 根 が 越 境 した．隣接 した セ ル の 根 が絡

ま る た め ，育苗 終 了 時 に 苗 の 分 離 が 困 難 に なった ．ま た，

根域保護i材 が 湿潤 す る こ と で ，セ ル シ ート当 た り O．5−1

kg程度重量 が増加す るな ど望 ま し くな か っ た ．そ れ に 対

し 80℃ で 乾燥 させ た熱乾燥 ピートモ ス 区 は，乾燥 ピー
ト

モ ス と比 較 し，は っ 水性 が 長期間維持 で き た．こ の こ と

に よ り，熱乾燥 ピートモ ス 区で は上面まで 毛管連絡 さ れ

た箇所 が育苗 が 終 了 す る ま で ほ と ん ど な く，藻類 や カ ビ

の 発 生，根 の 越境 な どが ほ とん ど認 め ら れ な か っ た ．

　以 上 の 結 果 か ら，レ タ ス に お い て は生 存率 を 向 上 す る

た め に ，根 圈 保 護 材 の 被 覆 法 を検 討 す る必 要 は あ る が ，少

な くと も トマ ト，ハ クサ イ の 育苗 に 関 し て は，底面遮根

材 に テ トロ ン 2001pi，根 域保護材 に 熱乾燥 ピー
トモ ス

200 〜400ml ！シ ートを使用 す る こ とに よ り育苗 が 可 能 で あ

る と思 わ れ た ，今後，こ れ らの セ ル シ
ー

ト作成素材 の 組

み 合 わ せ に よ り育成 した 苗 を用 い て ，圃場実験を行 う予

定 で あ る．

摘　　要

　培 地 を 無 く し，遮 根 で き る布 （底面 遮 根材 ）を用 い て 底

面給液 す る こ と に よ り，根 域 を薄層化 す る こ と で ，セ ル

成型育苗 シ ス テ ム を 軽量 化 し た
“
セ ル シ ート

”
育苗法を

開 発 した．底面 遮 根 材お よ び根域 を保 護す る資材 （根域保

護材 ）が，苗 の 接着性，生存率，地上部生体重 に 及 ぼ す 影

響 を レ タ ス ，ハ ク サ イ ， トマ トで 調査 した．底面保護材

に テ ト ロ ン 2001piま た は テ ト ロ ン 2501piを用 い る と，

シ
ー

トを垂直 に ぶ ら下げた程度 で は 苗は 全 く落下せ ず，苗

を 剥 が して も根 が 傷 が つ か ず ，適 当 な 苗 の 接着性 が あ っ

た ．底面 保 護材 に テ トロ ン 2001pi，根域保護材 に 80 ℃ で

乾燥 した ピー
トモ ス 200 〜400ml1 シ

ー
トの 組 み 合 わ せ で，

対 照 の セ ル ト レ イ 区よ り も地上部生 体重が 大 き くな っ た ．

しか し，レ タ ス で は セ ル シ
ー

トを根域保護材 で 被覆 した

場合，生存率 が低下 した ．
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